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図8. lrIII港I華勘こ係留された翠雌と海生.翠略の有JAIJに
経堂の船尾が見えている.平成23年3月13日(械彫:
池即　実).
3.被災後の片付けについて
i)乗l)上げ案出ならびに周辺の瓦礫の除去ができないd)
で.本格的な片付けはできていない(除去については
本部筒財課と勘ii町の間で打ち合わせ中主
郎　脚持物ならびに有様溶媒等のPRTR指電試薬について
は3日i ji旧こすべて回収した11
4.沿摩生物生産システム学分野の配電
I)センターの範的まで雨宮キャン-スに配躍&
2)場所は本館3階33I -334号宰(旧分子構朝化掌分野)
5.センター職員(再雑用職員.時間雑用職員も含む)の
職務について
I)辞憩を典明した阿部(時間雇用職員)を除き.金賞砂
塵用が継続された㊥
2)劫砺地は女川フィールドセンターとなったi｡
3)職務内容は.フィールドセンターJ)純旧に圃する業務(瓦
礫Q)片付け∴消失ならびに掘域物品の確認と整理.菖
類の複元など)を主体とする｡
49　学内ならびに学外tf)研窮･赦=fil犠間に対しての協力は
解めて幽難であると判断した"
6.センター利用を予定していた学内カリキュラムについ
て(開譜予定日)
1分　隆国･水圏蠣碗コミュニケーション冶(1年堂)は.川
綾フィールドセンターで実施(5月28日主
2鳥海津生物学系生墟フィールド実科(2年隼)は.雨宮キャ
ン-スで実施(8月29日～9月2日)
3)海洋先物科学系生醇フィールド塙皆(3年隼)は.雨缶
キャンパスで実施(8月1日-5日主1
4)臨海実習(1年生)は中止とする㊤
7.復旧に向けての学内の動きと対応
i)農学研究科への施設被災状況の報告(3月22日)
2)燐学研究科-の楯突備品の報-'!.'･ (3月22日)
3)本部研窮協力科へtf)懸念稼働を要する披災僻地の報告
(3円31日)
｣)本部施設部による被災状況の調盃(3月31日)
8.間鰹点と今後の標題
地嬢と浦波については.教職賞ならびに学生金賞が田嶋
から憩蛾しており.本来指電されていた避難場所-至る行
動については相互に確認していた_.i　しかし.今回の衆北太
平洋沖地境と純減d)規模はその憩Fiiti'を上回るものであり.
興'.:Ilrを感じて本葉の避難場所よりも上部に避離したことが
人員d)無事につながったQ　また.平塚.阿部の迅連な出航
作業と撫船技術により.調確実穏船の拙域を免れることが
できたことは特三郎こ値する｡一万で.想定外の出薬事へIt-)
対処ゆえに全員d)無事が偶然性に依拠していることも轟き
できない3　今後もIp-J程度あるいはさ引こ大きな馳横の地諒
と浦波が磋生することを仮荏した上で.今後Q)課題を述べ
てみたい参
71
1)避難区域の設定について
今回,本来の避難区域(旧宿泊棟跡地,標高約10m)は
完全に水没したことから,フィールドセンターを襲った津
波の高さは10m以上であったと判断される｡この避難区域
より上部は急傾斜の山道となっており,上部へ避難するた
めには陸路となったと想像される｡当時この場所に多くの
人員が避難していれば,高い確率で人的被害が生じたであ
ろう｡また,避難後に海の状況を認識できない場所であっ
たことも上部-の避難の遅延をもたらしたかもしれない｡
今後は,より標高が高く(例えば20m),避難後も肉眼で
海の状況を把握できる場所に避難区域を設定することが必
要である｡また,その想定を超えるような場合に備え,さ
らに上部に二次的な避難区域とそこへ至る避難路を確保し
ておくことも必要と思われる｡
2)通信システムについて
地震直後から携帯電話をはじめとする全ての通信機能が
失われ,農学研究科の震災対策本部が女川フィールドセン
ター人員の安否確認ができたのは地震から二日後の3月13
日であった｡また,その後の連絡についても困難を極めた｡
今後は,緊急災害時でも使用可能な衛星電話を設置するこ
とが必要と考えられる｡
3)データの保管について
施設そのものが水没したことにより,パソコン本体なら
びに外付のハードディスクに保存していた調査･実験デー
タ,施設や物品に関わる物品台帳などほとんど全ての記録
が失われた｡今後の研究教育活動-の支障があることはも
ちろんであるが,災害報告をまとめるに際しても多くの困
難を伴った｡一方,パソコンやハードディスク本体が災害
によって失われることについての意識が商いとは言えな
かったことも事実である｡今後は,クラウドを活用するな
どして,センター外にもデータの保管を行うことのできる
システムを構築することが望ましい｡
4)職務専念義務について
地震後の平塚,阿倍の迅速な沖出しにより, 2隻の調査
実習船は損壊を免れた｡しかし,この行動は人命に関わる
側面を有している｡電源を切断するためにセンター内に
残った鈴木の行動も同様である｡いずれも｢間一髪｣の状
況で, 3名の無事に偶然的要素が大きく関与していること
は否めない｡ 3名の行動は,大学財産の保護という職務専
I
念義務に従ったものと捉えることができるが,人命第-の
考えに立脚すれば,避難が優先されるべきであったかもし
れない｡この点については今後充分な議論がなされるべき
と考える｡
おわりに
震災直後から現在に至るまで多くの皆様のご心配とご厚
情を賜りました｡ 3月31日の女川センターにおける試薬の
回収時には川渡と雨宮のフィールドセンタースタッフのご
協力をいただきました｡また,記録期間外のため,本稿に
記していませんが,川渡フィールドセンターの技術職員の
方々には瓦礫撤去作業に関して多大なサポートをいただき
ました｡この場を借りて厚く御礼申し上げます｡
